
八潮市役所  ☎996‒2111  市外局番は（048）です
日時・期間　 場所　 対象　 内容　 持ち物　 定員　 費用（記載がない場合は無料）　 申し込み　 問い合わせ

投票できる方
国籍・年齢要件
　日本国民で平成19年9月8日以前に生まれた方
住所要件
　令和7年6月1日までに転入届を出し、引き続き市内に住所がある方

投票所入場整理券
　投票所入場整理券（はがき）は、貼りあわせ方式で1通に最大3人
分印刷されています。ご自分の投票所入場整理券を切り取ってお持
ちください。
　お持ちでない場合でも、本人確認書類の提示などで、本人確認が
できれば投票ができます。

期日前投票
　投票日に仕事や旅行などで投票所に行くことができない方は、期
日前投票をご利用ください。

場　所 期　間 時　間
市役所

多目的スペース 9月1日㈪~6日㈯ 午前8時30分~午後8時八潮メセナ・アネックス
多目的ホール

※八潮メセナ・アネックスに、駐車場・駐輪場はありません。

お子さんと一緒に投票へ行きましょう！
　投票する方と同伴で投票所にお越しの18歳未
満の方に、アニマルハンカチタオルを配布します。
※数に限りがあるため、なくなり次第、配布終了

9月7日日八潮市長選挙・八潮市議会議員一般選挙 選挙管理委員会☎ 264

1面からの続き

災害による被害を最小限にするためには、一人ひとりの備えが必要です。 危機管理防災課☎ 804

市では、災害時の安否確認や避難誘導などの支援を迅速かつ円滑
に行うため、自力で避難ができず支援を必要とする方を対象に個別
避難計画の提出を受け付けています。作成した名簿は、市の関係部
署・機関などの支援者に提供し、災害時の支援に役立てます。

社会福祉課☎ 822

●地震発生時の避難方法
震度5弱以上になると、立っていることが困難になります。揺れ
を感じたら、「姿勢を低くし」、「頭を守り」、「動かない」などの安全確
保行動を心がけましょう。大きな揺れを感じた時、まず火を消そう
としがちですが、ガスメーターには震度5相当以上の揺れを感知す
ると自動的にガスの供給を停止する機能が備わっているため、無理
に消そうとする必要はありません。まずは、自分自身を守る行動を
とり、揺れが収まってから落ち着いて火元を
確認しましょう。
また、自宅から離れる場合は、火災防止の
ため電気のブレーカーを切ってから避難しま
しょう。

●水害発生時の避難方法
台風などによる避難情報等は、5段階の警戒
レベルで発令しますが、避難のタイミングは一
人ひとり異なります。気象情報などを参考に自
らの判断で避難行動をとるよう心がけましょう。
また、避難所に行くことだけが避難と思われが
ちですが、自宅の2階以上への移動（垂直避難）
や親戚、知人宅への移動も避難となります。

●要支援者情報の登録方法
　個別避難計画書兼登録申請書（社会福祉課、長寿
介護課、障がい福祉課、公共施設または市ホーム
ページで入手）を窓口または郵送で社会福祉課へ。
※支援に必要な個人情報を避難支援者に提供する
ことに同意していただきます。

●登録する皆さんへのお願い
▶日ごろから地域の方と、どのような支援が必要か話し合ってくだ
さい。▶防災訓練などに積極的に参加し、避難経路や危険箇所、避
難所などを確認してください。▶日常生活で必要となる物をすぐに
持ち出せるように準備してください。▶町会・自治会に加入してい
ない方は、積極的に加入してください。

●ライフラインが被害を受けると・・・
首都直下地震によりライフラインが被害を受けると、食料や飲料

水が手に入らなくなるなど、生活にさまざまな障害が生じます。復
旧には多くの時間を要することから生活に必要なものを最低3日分、
できれば7日分を備蓄するよう心がけましょう。

●平時からの備え
地震によるけがの多くは、転倒や家具の下敷きによるものです。

転倒した家具などが避難経路を塞いでしまう場合や飛散した食器な
どにより避難が遅れることがあります。家具や食器棚を固定するな
ど転倒・飛散防止の対策をしましょう。
また、台風などによる水害発生に備え、自分の住ん

でいる地域の浸水の深さをハザードマップで確認し、
避難方法や避難場所を事前に決めておきましょう。

避難行動要支援者の登録避難行動要支援者の登録

1面からの続き

【犬を飼う際のマナーについて】
犬の散歩時、フンは持ち帰り、おしっこは水で流すな

どの処理をしましょう。事故などを避けるため、リード
は短く持ち、人や車通りの少ないルートを選びましょう。

【猫は室内で飼いましょう】
欲求を満たす環境を整えることで、猫は室内飼育でも十分暮らす

ことができます。無責任に外で飼うことは控えましょう。

【さくらねこTNR活動※について】
市では、（公社）どうぶつ基金の「さくらねこ無料不妊

手術事業」に参加し、市内のNPO団体と協力しながら、
野良猫に不妊手術をする取り組みを進めています。
活動内で、猫を1カ所に集め、捕獲や不妊手術をするためにエサ

やりをしますが、その後、フンなどは回収しています。
※捕獲（Trap）し、不妊手術（Neuter）を行い、さくら型に耳をカッ
トして、元の場所に戻す（Return）活動

9月20日から26日は「動物愛護週間」
～ペットは愛情と責任をもって飼いましょう～

動物の愛護と適正な飼い方についての理解と関心を深めるため「動
物愛護週間」が設けられています。 環境リサイクル課☎ 235

9月1日は防災の日～いつ起きるかわからない災害に備える～9月1日は防災の日～いつ起きるかわからない災害に備える～

ライフラインの復旧予測
（災害の規模によっては長引く可能性あり）

非常時の備え

水害時の避難
について
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